
年末の12月25日、城西病院旧棟玄関で、職員による餅

つきが行われました。翌26日には、リハビリ室で職員を

集め、年末のあいさつが行われました。多田正毅理事長

は「城西病院グループの一員として襟を正し、結城の活

性化のためにぜひ協力してほしい」とあいさつしました。

餅つきは昼すぎに職員が集まり、行われました。約40

㌔のもち米をふかし、多田理事長ら職員が、交代で掛け

声に合わせ、杵を振り下ろしてつきたての餅を作りまし

た。つきたての餅は、女性職員が「正月飾りもち」や

「きなこもち」、「あんこもち」にして、各部署に配り

ました。

恒例の年末あいさつは、温泉の掘削や総選

挙、県議選などを振り返り、多田理事長は

「大きな事業は温泉。これから結城市で初め

て出た温泉で、結城市の活性化に結びつけた

い」と話し、「来年もいろんな形でいろんな

ものが出てくると思う。襟を正して結城市の

活性化のために協力してほしい。そしてグルー

プが大きくなっている。事故のないよう、連

携を図ってほしい」と結びました。

12月に行われた県議会選挙で６度目の当選

を果たした臼井平八郎県議は「茨城は医療・

福祉は厳しい県。城西病院グループは地域の

ために活動している。茨城のためにもモデル

になる地域になるよう、看護大学を目指して

いる」と展望を示しました。白石裕比湖副院

長は「グループがまとまり、皆さんが幸せに

事故なく過ごせた。透析センターも立ち上がっ

た。地域に役立ち、いい年を迎えられるよう

に」とあいさつ。

折笠哲男筑西会副理事長は「利用者に満足

してもらう医療にするという希望を持って、

来年１月５日会いましょう」と結びました。

平成26年12月26日

年末の12月25日、城西病院旧棟玄関で、職員による餅

つきが行われました。翌26日には、リハビリ室で職員を

集め、年末のあいさつが行われました。多田正毅理事長

は「城西病院グループの一員として襟を正し、結城の活

性化のためにぜひ協力してほしい」とあいさつしました。

餅つきは昼すぎに職員が集まり、行われました。約40

㌔のもち米をふかし、多田理事長ら職員が、交代で掛け

声に合わせ、杵を振り下ろしてつきたての餅を作りまし

た。つきたての餅は、女性職員が「正月飾りもち」や

「きなこもち」、「あんこもち」にして、各部署に配り

ました。

恒例の年末あいさつは、温泉の掘削や総選

挙、県議選などを振り返り、多田理事長は

「大きな事業は温泉。これから結城市で初め

て出た温泉で、結城市の活性化に結びつけた

い」と話し、「来年もいろんな形でいろんな

ものが出てくると思う。襟を正して結城市の

活性化のために協力してほしい。そしてグルー

プが大きくなっている。事故のないよう、連

携を図ってほしい」と結びました。

12月に行われた県議会選挙で６度目の当選

を果たした臼井平八郎県議は「茨城は医療・

福祉は厳しい県。城西病院グループは地域の

ために活動している。茨城のためにもモデル

になる地域になるよう、看護大学を目指して

いる」と展望を示しました。白石裕比湖副院

長は「グループがまとまり、皆さんが幸せに

事故なく過ごせた。透析センターも立ち上がっ

た。地域に役立ち、いい年を迎えられるよう

に」とあいさつ。

折笠哲男筑西会副理事長は「利用者に満足

してもらう医療にするという希望を持って、

来年１月５日会いましょう」と結びました。

平成26年12月26日


